
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 費
予 備 費
合　　　計

増減
2
2
24

△ 72
△ 453
△ 104
32
427
44

△ 23
△ 53
1

△ 5
△ 178

H18
53
859
1,098
430
1,241
148
675
242
397
249
1,405
208
20

7,025

H19
55
861
1,122
358
788
44
707
669
441
226
1,352
209
15

6,847

平成１９年度一般会計当初予算決まる

前年度比２.５％減の６８億４,６５０万円
速報
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町 税
地 方 交 付 税
国 県 支 出 金
繰 入 金
地 方 債
そ の 他
合　　　計

H19
580
3,100
1,127
427
984
629
6,847

H18
514
3,170
991
615
580
1,155
7,025

増減
66

△ 70
136

△ 188
404

△ 526
△ 178

人 件 費
物 件 費
補 助 費 等
普通建設事業費
災 害 復 旧 費
公 債 費
繰 出 金
そ の 他
合　　　計

H19
1,237
1,118
563
1,376
226
1,352
496
479
6,847

H18
1,375
1,754
657
625
249
1,405
547
413
7,025

増減
△ 138
△ 636
△ 94
751

△ 23
△ 53
△ 51
66

△ 178

【
歳
入
】
地
方
税
は
税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税

（
国
税
）
と
個
人
住
民
税
（
地
方
税
）
の
税
率
変

更
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。
国
県
支
出
金
・
地

方
債
に
つ
い
て
は
、
道
整
備
交
付
金
事
業
や
防
災

行
政
無
線
の
整
備
な
ど
の
重
要
施
策
を
行
う
た
め

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
減
は
、
主
に
バ

イ
オ
マ
ス
実
験
事
業
の
受
託
費
の
大
幅
な
減
少
に

よ
る
も
の
で
す
。

【
歳
出
】
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
退
職
者
の
不
補

充
に
よ
る
減
少
が
大
き
く
、
物
件
費
の
減
は
主
に
、

バ
イ
オ
マ
ス
実
験
事
業
の
委
託
料
の
大
幅
な
減
少

に
よ
り
ま
す
。
ま
た
普
通
建
設
事
業
は
道
整
備
交

付
金
事
業
や
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
の
開
始
に

よ
り
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

歳　入 （単位：百万円）

歳　出（目的別） （単位：百万円）

歳　出（性質別） （単位：百万円）

《主な事業》

長者小校舎耐震補強事業
５４,３１７千円

昭和56年に建設された
長者小学校の校舎の耐
震補強工事をし、子ど
もたちが安心して学校
生活が送れるようにし
ます。

防災行政無線施設整備事業
４４０,８１７千円

町内の３戸以上の各集落
に屋外拡声子局135カ
所、放送の聞こえない世
帯に戸別受信機450個を
置き、行政情報の放送や
緊急時のサイレン吹鳴を
行います。

高知県後期高齢者
医療広域連合負担金
１０,２４３千円

平成20年度より75歳以
上が入る新高齢者医療
制度が創設され、高知
県の全市町村による広
域連合が設置されま
す。その準備のための
負担金です。

道整備交付金事業
３２７,６７４千円

平成19年度から道整備
交付金事業が開始され
ます。本年度は町道、
林道の13路線で開設・
改良・舗装が行われま
す。



地籍調査について

「北川」の地籍調査は、高知地
方法務局いの支局において、地籍
調査の成果に基づく登記事務が完
了しましたのでお知らせします。
平成19年度は「用居の一部、坂

本、坪井川」を調査する予定です。
これからも地籍調査に対する皆

さんのご理解とご協力をよろしく
お願いします。

広報によど川 4 月号 （ 14

改
正
の
内
容

三
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
対
す
る
児
童
手
当
の
額

が
、
出
生
順
位
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
一
万
円
と
な

り
ま
す
。（
所
得
制
限
あ
り
）

※
現
在
、
児
童
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
手
続
き
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
平
成
十
九
年
四

月
か
ら
三
歳
未
満
の

児
童
手
当
の
額
は
一

律
一
万
円
と
な
り
ま

す
が
、
三
歳
到
達
後

の
翌
月
か
ら
は
、
第

一
子
お
よ
び
第
二
子

の
手
当
額
は
五
千
円

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
町
民
課

@
３
５
・
１
０
８
８

池
川
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

@
３
４
・
２
１
１
２

仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

@
３
２
・
１
１
３
２

改正前 改正後

第1子・第2子

第3子以降

月額5，000円

月額10，000円

月額10，000円
（5,000円増）
月額10，000円
（現行どおり）

０歳から３歳未満の児童に対する児童手当

４
月
か
ら

児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

次のような特別な事情がある場合、軽自動車税は申請により
減免される制度がありますので税務課へご相談ください。
申請期限は軽自動車税納付期限の７日前までとなっています。
１　災害（火災・風水害など）を受けた場合
２　生活保護法の規程による生活扶助を受けている者が所有し、
使用する場合
３　障害者が所有、または障害者と生計を一にする者が所有し、
障害者のために使用する場合
４　その車両の構造が専ら身体障害者等の利用に供するための
ものである場合
５　公益のために直接専用する場合
詳しくは下記にお問い合わせください。
本庁税務課　　　　　@３５・１０８０
池川総合支所住民課　@３４・２１１３
仁淀総合支所住民課　@３２・１１１１

ご注意ください！

県税
身体障害者等に対する自動車

税の減免受付事務は、高知県中
央東県税事務所に統一されまし
た。（中央西県税事務所では受
け付けを行いません）
問い合わせ
高知市大津乙１８２０－１
高知県中央東県税事務所
@０８８・８６６・８５１０

軽自動車税には減免制度があります

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
制
度
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
推

進
お
よ
び
有
効
利
用
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。

補
助
対
象
処
理
機

電
力
を
動
力
源
と
す
る
バ
イ
オ
式
・
乾
燥
式
処
理
機

補
助
対
象
者

町
内
の
店
舗
で
処
理
機
を
購
入
し
、
使
用
さ
れ
る
方

補
助
金
の
額

購
入
価
格
の
二
分
の
一
以
内
と
し
、
最
高
限
度
額
は

三
万
円

問
い
合
わ
せ

本
庁
町
民
課
　
　
　
　
　
　
　
　
@
３
５
・
１
０
８
８

池
川
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
　
　
@
３
４
・
２
１
１
２

仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
　
　
@
３
２
・
１
１
３
２

生
ご
み
処
理
機
購
入

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
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浄化槽を設置すると、家庭から出されるすべ
ての汚水を浄化し放流するため、川や海などへ
の汚濁負荷が大幅に軽減されます。
取付工事も簡単で、設置には普通車１台程度

の広さがあれば十分です。
補助金を受けることのできる方
専用住宅などに浄化槽を設置する方（店舗住

宅も含む）。
なお共同住宅は補助の対象になりません。
補助金の額

補助の対象となる地域
町内全域。ただし農業集落排水処理区域は除

きます。

補助の対象となる浄化槽
国庫補助指針に適合する処理対象人員10人ま

での浄化槽に限ります。
定期検査の実施
浄化槽管理者は、環境省令で定めるところに

より、毎年１回指定検査機関の行う水質に関す
る検査を受けなければなりません。
本年度予定基数
５人槽　　　15基
６～７人槽　７基
※平成19年度（20年３月まで）に設置を予定さ
れている方は、お問い合わせください。
問い合わせ
本庁町民課　　　　　　　@３５・１０８８
池川総合支所地域振興課　@３４・２１１５
仁淀総合支所地域振興課　@３２・１１１２

合併浄化槽の設置補助　　本年度は22基を予定

人槽区分
５人槽

６～７人槽
８～10人槽

補助金額
342,000円以内
414,000円以内
537,000円以内

※住宅面積などにより、浄化槽の大きさが変わります。

「
週
に
一
度
で
も
い
い
か
ら
バ
ス
を
運
行
し
て
ほ
し
い
」

「
住
民
の
足
が
ほ
し
い
」「
バ
ス
乗
り
場
が
近
く
に
な
い
の
で

不
便
」
平
成
十
七
年
に
実
施
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地
域

懇
談
会
な
ど
で
こ
う
い
っ
た
住
民
の
声
が
役
場
に
届
き
ま
し

た
。役場

と
し
て
す
べ
て
の
要
望
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
地
域
に
住
む
方
の
生
活
の
利
便
性
を
少
し
で
も
良

く
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
現
在
運
行
し
て
い
る
バ
ス
路

線
と
は
別
に
、
今
年
八
月
か
ら
地
域
を
巡
回
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
仁
淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
働
に
よ
り

運
行
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
一
週
間
に
一
度
な
い
し
は
二
週
間
に

一
度
、
集
落
細
部
ま
で
運
行
し
、
利
用
料
金
は
一
律
二
百
円

と
し
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

詳
し
い
時
刻
表
や
路
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
広
報
や
回

覧
で
お
知
ら
せ
を
し
て
い
き
ま
す
。
何
分
初
め
て
の
取
り
組

み
で
す
の
で
、
不
明
な
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
停
滞

す
る
中
山
間
に
少
し
で
も
新
し
い
風
を
送
り
込
め
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。企

画
課

新
し
い
風
を
運
び
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行

◇
広
報
発
行

伊
藤
　
一
志
様
（
堺
市
）

掛
水
　
勢
勇
様
（
豊
中
市
）

片
岡
優
次
郎
様
（
高
知
市
）

久
保
田
　
満
子
（
高
知
市
）

正
田
　
徳
留
様
（
高
砂
市
）

正
田
　
利
雄
様
（
神
戸
市
）

西
田
　
守
友
様
（
高
知
市
）

西
森
　
正
彦
様
（
松
山
市
）

山
中
　
市
子
様
（
仁
淀
川
町
）

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
広
報
発
行
に
役
立
た
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
役
場

ご
寄
付
の
お
礼
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四
月
一
日
付
の
人
事
異
動
で
、

職
員
の
配
置
が
次
の
通
り
と
な

り
ま
し
た
。

町町町町町町町町町町町町町町町町町

職職職職職職職職職職職職職職職職職

員員員員員員員員員員員員員員員員員

配配配配配配配配配配配配配配配配配

置置置置置置置置置置置置置置置置置

本　　庁
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池川総合支所
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